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付
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る
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び
に
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す
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質
問
に
対
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答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
会
談
（
以
下
「
会
談
」
と
い
う
。
）
は
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
（
以
下
「
イ
ラ
ン
」
と
い
う
。
）
側
か

ら
の
提
案
を
受
け
、
平
成
十
九
年
十
月
に
イ
ラ
ン
に
お
い
て
発
生
し
た
邦
人
拘
束
事
件
（
以
下
「
事
件
」
と
い
う
。
）
に
関

す
る
協
力
の
要
請
及
び
イ
ラ
ン
の
核
問
題
に
関
す
る
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
等
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
、
実
施
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

会
談
に
お
い
て
は
、
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ー
ド
・
イ
ラ
ン
大
統
領
に
対
し
、
事
件
の
早
期

解
決
及
び
被
害
者
の
解
放
に
向
け
た
協
力
を
要
請
し
、
ま
た
、
イ
ラ
ン
が
国
際
社
会
の
要
請
に
こ
た
え
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
活
動

を
停
止
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。

五
に
つ
い
て

三
及
び
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
点
に
つ
き
、
両
首
脳
間
で
率
直
な
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。一



六
及
び
七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
発
言
に
関
す
る
報
道
は
承
知
し
て
い
る
が
、
仮
に
報
道
の
よ
う
な
発
言
が
実
際
に
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
国
際

連
合
憲
章
の
精
神
に
反
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

我
が
国
と
イ
ラ
ン
の
二
国
間
関
係
を
始
め
と
す
る
国
際
情
勢
等
を
含
め
総
合
的
に
判
断
し
て
、
現
時
点
に
お
い
て
、
イ
ラ

ン
を
脅
威
又
は
潜
在
的
脅
威
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

二


